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〖
ジ
ン
グ
ル
コ
ー
ナ
ー
台

本

８
４
〗 

『
ウ
ェ
イ
系

彼

氏

』 
 

 
 

 

作

：
サ
イ
ト
ウ
ヤ
ス
ナ
リ 

 

◯
登

場

人

物

 

 

カ
ヤ
・
・
・ 

女

子

大

学

生

。
ア
カ
ネ
と
は
小

学

生

か
ら
の
長

い
付

き
合

い
。 

彼

女

の
選

ぶ
人

間

関

係

に
い
つ
も
振

り
回

さ
れ
て
い
る
が
、
友

情

を
大

事

に
し
て
い
る
。 

 ア
カ
ネ
・
・
・ 

明

る
く
社

交

的

で
、
感

情

表

現

が
豊

か
。 

彼

氏

の
ウ
ェ
イ
太

に
対

し
て
も
オ
ー
プ
ン
な
心

で
接

し
て
お
り
、 

彼

の
「
ウ
ェ
イ
」
だ
け
の
会

話

を
何

故

か
理

解

で
き
る
特

殊

な
才

能

を
持

つ
）
。 

 ウ
ェ
イ
太

・
・
・ 

い
わ
ゆ
る
「
陽

キ
ャ
」
タ
イ
プ
で
、
常

に
明

る
く
元

気

。 

会

話

の
す
べ
て
を
「
ウ
ェ
イ
」
で
お
こ
な
っ
て
い
る
。 
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〇
タ
イ
ト
ル
コ
ー
ル 

ア
カ
ネ 

「
ジ
ン
グ
ル
コ
ー
ナ
ー
が
は
じ
ま
る
ん
だ
っ
て
！
」 

カ
ヤ 
「
タ
イ
ト
ル
は
「
ウ
ェ
イ
系

彼

氏

」
み
た
い
だ
よ
」 

 〇
本

編

 

カ
ヤ 

「
そ
う
い
え
ば
ア
カ
ネ
、
彼

氏

で
き
た
ん
で
し
ょ
？ 

ど
ん
な
人

な
の
？
」 

ア
カ
ネ 

「
う
ー
ん
、
い
わ
ゆ
る
ウ
ェ
イ
系

？ 

っ
て
や
つ
か
な
？
」 

カ
ヤ 

「
あ
ー
陽

キ
ャ
っ
ぽ
い
人

か
〜
」 

ア
カ
ネ 

「
そ
ん
な
感

じ
か
も
！ 

あ
、
メ
ー
ル
だ
。 

な
ん
か
彼

氏

が
迎

え
に
来

て
く
れ
る
み
た
い
」 

カ
ヤ 

「
じ
ゃ
あ
会

え
る
じ
ゃ
ん
！ 

楽

し
み
！
」 

ア
カ
ネ 

「
あ
、
き
た
き
た
！ 

こ
っ
ち
だ
よ
〜
！
」 

ウ
ェ
イ
太

「
ウ
ェ
ー
イ
！
」 

カ
ヤ
Ｍ 

「
う
わ
ぁ
〜
絵

に
描

い
た
よ
う
な
パ
リ
ピ
だ
」 

ア
カ
ネ 

「
カ
ヤ
に
紹

介

す
る
ね
、
こ
ち
ら
彼

氏

の
ウ
ェ
イ
太

く
ん
」 

カ
ヤ 

「
…
…
す
ご
く
珍

し
い
名

前

だ
ね
」 

ウ
ェ
イ
太

「
ウ
ェ
イ
？
」 

カ
ヤ
Ｍ 

「
ち
ょ
っ
と
待

て
ぃ
！ 

こ
の
男

、
「
ウ
ェ
イ
」
だ
け
で
会

話

し
よ
う
と
し
て
な
い
か
？
」 

ア
カ
ネ 

「
ウ
ェ
イ
太

く
ん
、
今

日

の
晩

ご
は
ん
何

が
良

い
？
」 

ウ
ェ
イ
太

「
ウ
ェ
ウ
ェ
イ
！
」 

ア
カ
ネ 

「
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
だ
ね
！ 

お
っ
け
ー
！
」 

カ
ヤ
Ｍ 

「
な
ん
で
通

じ
て
ん
の
よ
！
」 

ア
カ
ネ 

「
じ
ゃ
あ
、
私

た
ち
そ
ろ
そ
ろ
帰

る
ね
」 

カ
ヤ 

「
あ
、
う
ん
…
…
お
幸

せ
に
」 

ア
カ
ネ 

「
ウ
ェ
イ
！
」 
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カ
ヤ
「
お
前

も
か
い
っ
！
」 

 

〇
エ
ン
デ
ィ
ン
グ 

カ
ヤ 

「
竹

内

順

子

の

T
a

k
e

 
a

 
C

h
a

n
c

e

ラ
ジ
オ
！
」 

ア
カ
ネ 

「
響

ラ
ジ
オ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
好

評

配

信

中

」 

カ
ヤ
役 

、
〇
〇
と
、 

ア
カ
ネ
役

、
〇
〇
と
、 

ウ
ェ
イ
太

役

、
〇
〇
が
お
送

り
し
ウ
ェ
イ
！ 

 

 


